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【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 175/06     (2006.01)
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）少なくとも１種の水希釈性ヒドロキシ官能性結合剤と、
　Ｂ）遊離イソシアネート基を有する少なくとも１種のポリイソシアネート架橋剤と、
を含む水性塗料組成物であって、
成分Ａ）が、
Ａ１）Ｉ）以下のモノマー：
　　　　　ａ）モノエポキシエステルと不飽和酸官能性モノマーの反応生成物２０～６５
重量％と、
　　　　　ｂ）成分ａ）とは異なる少なくとも１種のヒドロキシ官能性不飽和モノマー５
～２０重量％と、
　　　　　ｃ）不飽和酸官能性モノマー０～１５重量％と、
　　　　　ｄ）少なくとも１種の他の重合性不飽和モノマー５～７０重量％と、
（但し、成分ａ）～ｄ）の重量％は１００重量％になる）
を第１の工程で重合させるとともに、
　　　ＩＩ）以下のモノマー：
　　　　　　ｂ）成分ａ）とは異なる少なくとも１種のヒドロキシ官能性不飽和モノマー
１５～４０重量％と、
　　　　　　ｃ）不飽和酸官能性モノマー５～３０重量％と、
　　　　　　ｄ）他の重合性不飽和モノマー３０～８０重量％と、
（但し、成分ｂ）～ｄ）の重量％は１００重量％になる）
を少なくとも１つの更なる工程で重合させることによる非水相中で行われるラジカル共重
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合によって得られる、６０～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価と５～５０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇの酸価を有する少なくとも１種の水希釈性ヒドロキシ官能性（メタ）アクリルコポ
リマー４０～９５重量％と、
（但し、（メタ）アクリレートＡ１）コポリマーの中の第一級ヒドロキシル基対第二級ヒ
ドロキシル基の比は１：０．１～１：１．２であり、前記第二級ヒドロキシル基の少なく
とも８０％はモノマーａ）から生じる）
Ａ２）少なくとも１種の水希釈性ポリエステルオリゴマー５～６０重量％と、
を含み、成分Ａ１）およびＡ２）の重量％の合計が１００重量％になり、成分Ａ１）の製
造のためのラジカル重合が成分Ａ２）の存在下で少なくとも部分的に行われ、および／ま
たは成分Ａ２）が重合中または重合の完了後に添加される水性塗料組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の塗料組成物を用いて基材上に多層被膜を製造し、前記被膜を硬化させ
る方法。
【請求項３】
　外側顔料入りトップコート層および外側透明クリアコート層からなる群から選択された
被膜層の塗布および硬化を含む多層被膜の被膜層として被膜層を製造する方法であって、
請求項１に記載の塗料組成物からの前記被膜層が被着される方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　ＥＰ６２６４３２号明細書には、ポリイソシアネート架橋剤を有する２成分塗料の中で
用い得るポリエステル／ポリアクリレート混成結合剤が記載されている。この結合剤は、
ポリエステルオリゴマーの存在下で疎水性部分と親水性部分を有するアクリレートコポリ
マーを製造することによりこの場合得られる。疎水性部分は、ここでは不飽和カルボン酸
と第二級ヒドロキシル基のエステルに基づいており、親水性部分は不飽和カルボン酸と第
一級ヒドロキシル基のエステルおよび不飽和酸官能性モノマーに基づいている。ここで、
アクリレート部分の中の第一級ヒドロキシル基対第二級ヒドロキシル基の比は１：１．５
～１：２．５である。これらの配合物の欠点は、従来の疎水性ポリイソシアネートとの不
満足な相溶性または混和性しか得られないことである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本発明は、
Ａ）少なくとも１種の水希釈性ヒドロキシ官能性結合剤と、
Ｂ）遊離イソシアネート基を有する少なくとも１種のポリイソシアネート架橋剤と、
を含む水性塗料組成物であって、
成分Ａ）が
Ａ１）Ｉ）以下のモノマー：
　　　　　ａ）モノエポキシエステルと不飽和酸官能性モノマーの反応生成物２０～６５
重量％、好ましくは３０～６０重量％と、
　　　　　ｂ）成分ａ）とは異なる少なくとも１種のヒドロキシ官能性不飽和モノマー５
～２０重量％、好ましくは１０～２０重量％と、
　　　　　ｃ）不飽和酸官能性モノマー０～１５重量％、好ましくは０～５重量％と、
　　　　　ｄ）少なくとも１種の他の重合性不飽和モノマー５～７０重量％、好ましくは
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２５～４５重量％と、
（但し、成分ａ）～ｄ）の重量％は１００重量％になる）
を第１の工程で重合させるとともに、
　　　ＩＩ）以下のモノマー：
　　　　　　ｂ）成分ａ）とは異なる少なくとも１種のヒドロキシ官能性不飽和モノマー
１５～４０重量％、好ましくは２５～３０重量％と、
　　　　　　ｃ）不飽和酸官能性モノマー５～３０重量％、好ましくは１０～２５重量％
と、
　　　　　　ｄ）他の重合性不飽和モノマー３０～８０重量％、好ましくは５０～６０重
量％と、
（但し、成分ｂ）～ｄ）の重量％は１００重量％になる）
を少なくとも１つの更なる工程で重合させることによる非水相中で行われるラジカル共重
合によって得られる、６０～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、好ましくは８０～１７０ｍｇＫＯＨ
／ｇのヒドロキシル価と５～５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、好ましくは１０～３５ｍｇＫＯＨ／ｇ
の酸価を有する少なくとも１種の水希釈性ヒドロキシ官能性（メタ）アクリルコポリマー
４０～９５重量％、好ましくは５５～７５重量％と、
（但し、（メタ）アクリレートコポリマーの中の第一級ヒドロキシル基対第二級ヒドロキ
シル基の比は１：０．１～１：１．２、好ましくは１：０．２～１：１．１であり、前記
第二級ヒドロキシル基の少なくとも８０％はモノマーａ）から生じる）
Ａ２）好ましくは２００～４０００ｇ／モルの計算分子量を有する少なくとも１種の水希
釈性ポリエステルオリゴマー５～６０重量％、好ましくは２５～４５重量％と、
を含み、成分Ａ１）およびＡ２）の重量％の合計が１００重量％になり、成分Ａ１）の製
造のためのラジカル重合が成分Ａ２）の存在下で少なくとも部分的に行われ、および／ま
たは成分Ａ２）が重合中または重合の完了後に添加される水性塗料組成物を提供する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　更なる可能な成分ａ）は、炭素原子数１２以下の第三脂肪酸とエピクロロヒドリンの反
応生成物である。成分ａ）は第二級ヒドロキシル基を有するヒドロキシ官能性重合性反応
生成物であり、（メタ）アクリルコポリマーの製造の過程中に形成させることが可能であ
る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　成分ｂ）は成分ａ）とは異なるヒドロキシ官能性オレフィン系不飽和モノマーに関連が
ある。成分ｂ）の例は、α，β－オレフィン系不飽和モノカルボン酸から誘導された第一
級ヒドロキシル基または第二級ヒドロキシル基を有するヒドロキシアルキルエステルであ
る。これらは、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸および／またはイソクロ
トン酸からのヒドロキシアルキルエステルを含むことが可能である。（メタ）アクリル酸
から誘導されたヒドロキシアルキルエステルは好ましい。ヒドロキシアルキル基は、例え
ば１～１０個の炭素原子、好ましくは２～６個の炭素原子を含むことが可能である。第一
級ヒドロキシル基を有するα，β－オレフィン系不飽和モノカルボン酸の適するヒドロキ
シアルキルエステルの例は、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピ
ル（メタ）アクリレート、ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシアミル（
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メタ）アクリレート、ヒドロキシヘキシル（メタ）アクリレートである。第二級ヒドロキ
シル基を有する適するヒドロキシアルキルエステルの例は、２－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシブチル
（メタ）アクリレートである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　その後、スターラー、還流コンデンサおよび添加漏斗ならびに温度コントロールを有す
る三口フラスコに６．４ｇのエトキシプロパノール、７．４ｇの「カルデュラ（Ｃａｒｄ
ｕｒａ）」（登録商標）Ｅ１０（シェル（Ｓｈｅｌｌ　ＡＧ））および６．３ｇのポリエ
ステル１を導入し、１４５℃に加熱した。前記温度に到達すると直ぐに、２．１５ｇのア
クリル酸、８．３３ｇのスチレンおよび２．７６ｇのヒドロキシエチルアクリレートのモ
ノマー混合物を２．０ｇのエトキシプロパノールに溶解させた０．２５ｇの過酸化ジクミ
ルに２．５時間にわたり同時に配分した。混合物は添加の完了後に３０分にわたり継続し
て重合した。その後、１．５５ｇのアクリル酸、８．６８ｇのイソブチルアクリレートお
よび４．３６ｇのヒドロキシエチルアクリレートからなる第２の工程に関するモノマー混
合物を０．１５ｇの過酸化ジクミルおよび１．２ｇのエトキシプロパノールの開始剤溶液
に２．５時間にわたり同じ温度で同時に配分した。混合物は添加の完了後に３時間にわた
り継続して重合した。その後、溶媒を蒸留によって除去した。樹脂を８０℃に冷却し、１
．５ｇのジメチルエタノールアミンで中和した。その後、４６ｇの水を添加した。以下の
特性を有する溶媒のない分散液を得た。
アクリレート部分の中の第一級ＯＨ対第二級ＯＨの比：１：０．５
酸価（ＡＶ）：２９ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
ＯＨＶ：１４９ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
中和度：７０％
Ｍｗ／Ｍｎ：４５０００／４０００
ＳＣ：４２％
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　その後、スターラー、還流コンデンサおよび添加漏斗ならびに温度コントロールを有す
る三口フラスコに０．６ｇのエトキシプロパノール、１０．６ｇの「カルデュラ（Ｃａｒ
ｄｕｒａ）」（登録商標）Ｅ１０（シェル（Ｓｈｅｌｌ　ＡＧ））および２６．０１ｇの
ポリエステル２を導入し、１４５℃に加熱した。その後、１．９ｇのアクリル酸、７ｇの
スチレンおよび２．７ｇのヒドロキシエチルメタクリレートのモノマー混合物を０．８の
エトキシプロパノールに溶解させた０．２ｇの過酸化ジクミルに２．５時間にわたり同時
に配分した。添加の完了後に重合を３０分にわたり続けた。その後、２．２ｇのアクリル
酸、４．２ｇのイソブチルアクリレートおよび２．２ｇのヒドロキシエチルアクリレート
からなる第２の工程に関するモノマー混合物を０．１ｇの過酸化ジクミルおよび０．６ｇ
のエトキシプロパノールの開始剤溶液に２．５時間にわたり同時に配分した。添加の完了
後に重合を３時間にわたり続けた。その後、溶媒を蒸留によって除去した。樹脂を８０℃
に冷却し、１．６ｇのジメチルエタノールアミンで中和した。その後、３９．３ｇの水を
添加した。以下の特性を有する溶媒のない水性分散液を得た。
アクリレート部分の中の第一級ＯＨ対第二級ＯＨの比：１：１．１
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ＳＣ：５０％
ＡＶ：２９ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
ＯＨＶ：１９０ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
中和度：７０％
Ｍｗ／Ｍｎ：２３０００／２９００
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
実施例３～４（比較例）
ＥＰ６２６４３２号明細書に対応するアクリレートコポリマー３およびポリエステル１か
らの比較シードポリマー３の製造
　スターラー、還流コンデンサ、添加漏斗および温度コントロールを有する三口フラスコ
内に６．３ｇのジエチレングリコールモノブチルエーテル、１７．７ｇの「カルデュラ（
Ｃａｒｄｕｒａ）」（登録商標）Ｅ１０および７．０ｇのポリエステルを初期的に導入し
、１４５℃に加熱した。前記温度に到達すると直ぐに、６．９２ｇのアクリル酸、２．４
４ｇのラウリルアクリレート、２．４４ｇのスチレン、４．９ｇのイソブチルメタクリレ
ート、４．９６ｇのブタンジオールモノアクリレートおよび７．６３ｇのイソブチルメタ
クリレートのモノマー混合物を０．２８ｇの「トリゴノックス（Ｔｒｉｇｏｎｏｘ）」Ｂ
および１．６８ｇの「トリゴノックス（Ｔｒｉｇｏｎｏｘ）」２１に５時間にわたり同時
に配分した。混合物は添加の完了後に２時間にわたり継続して重合した。樹脂を８０℃に
冷却し、１．７５ｇのジメチルエタノールアミンで中和した。その後、３６ｇの水を添加
した。
アクリレート部分の中の第一級ＯＨ対第二級ＯＨの比：１：２
ＡＶ：２６ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
ＯＨＶ：１２９ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
中和度：７０％
ＳＣ：５６％
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
アクリレートコポリマー４およびポリエステル１からの比較シードポリマー４の製造
　スターラー、還流コンデンサ、添加漏斗および温度コントロールを有する三口フラスコ
内に６．１ｇのエトキシプロパノール、７．０４ｇの「カルデュラ（Ｃａｒｄｕｒａ）」
（登録商標）Ｅ１０および５．９３ｇのポリエステル１を初期的に導入し、１４５℃に加
熱した。前記温度に到達すると直ぐに、２．０３ｇのアクリル酸、７．６６ｇのスチレン
および２．６ｇのヒドロキシエチルアクリレートのモノマー混合物を１．９ｇのエトキシ
プロパノールに溶解させた０．４６ｇの「トリゴノックス（Ｔｒｉｇｏｎｏｘ）」Ｂに２
．５時間にわたり同時に配分した。混合物は添加の完了後に３０分にわたり継続して重合
した。その後、１．４６ｇのアクリル酸、７．７ｇのイソブチルアクリレート、３．０ｇ
のヒドロキシプロピルアクリレートおよび１．４３ｇのヒドロキシエチルアクリレートか
らなる第２の工程に関するモノマー混合物を０．２８ｇの「トリゴノックス（Ｔｒｉｇｏ
ｎｏｘ）」Ｂおよび１ｇのエトキシプロパノールの開始剤溶液に２．５時間にわたり同じ
温度で同時に配分した。添加の完了後に重合を３時間にわたり続けた。その後、溶媒を蒸
留によって除去した。樹脂を８０℃に冷却し、１．２１ｇのジメチルエタノールアミンで
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中和した。その後、９４．４ｇの水を添加した。
アクリレート部分の中の第一級ＯＨ対第二級ＯＨの比：１：１．５
ＡＶ：２９ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
ＯＨＶ：１４９ｍｇＫＯＨ／ｇ固体樹脂
中和度：７０％
Ｍｗ／Ｍｎ：１７８００／３６００
ＳＣ：３９．６％
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　Ａ）少なくとも１種の水希釈性ヒドロキシ官能性結合剤と、
　Ｂ）遊離イソシアネート基を有する少なくとも１種のポリイソシアネート架橋剤と、
を含む水性塗料組成物であって、
成分Ａ）が、
Ａ１）Ｉ）以下のモノマー：
　　　　　ａ）モノエポキシエステルと不飽和酸官能性モノマーの反応生成物２０～６５
重量％と、
　　　　　ｂ）成分ａ）とは異なる少なくとも１種のヒドロキシ官能性不飽和モノマー５
～２０重量％と、
　　　　　ｃ）不飽和酸官能性モノマー０～１５重量％と、
　　　　　ｄ）少なくとも１種の他の重合性不飽和モノマー５～７０重量％と、
（但し、成分ａ）～ｄ）の重量％は１００重量％になる）
を第１の工程で重合させるとともに、
　　　ＩＩ）以下のモノマー：
　　　　　　ｂ）成分ａ）とは異なる少なくとも１種のヒドロキシ官能性不飽和モノマー
１５～４０重量％と、
　　　　　　ｃ）不飽和酸官能性モノマー５～３０重量％と、
　　　　　　ｄ）他の重合性不飽和モノマー３０～８０重量％と、
（但し、成分ｂ）～ｄ）の重量％は１００重量％になる）
を少なくとも１つの更なる工程で重合させることによる非水相中で行われるラジカル共重
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合によって得られる、６０～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価と５～５０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇの酸価を有する少なくとも１種の水希釈性ヒドロキシ官能性（メタ）アクリルコポ
リマー４０～９５重量％と、
（但し、（メタ）アクリレートＡ１）コポリマーの中の第一級ヒドロキシル基対第二級ヒ
ドロキシル基の比は１：０．１～１：１．２であり、前記第二級ヒドロキシル基の少なく
とも８０％はモノマーａ）から生じる）
Ａ２）少なくとも１種の水希釈性ポリエステルオリゴマー５～６０重量％と、
を含み、成分Ａ１）およびＡ２）の重量％の合計が１００重量％になり、成分Ａ１）の製
造のためのラジカル重合が成分Ａ２）の存在下で少なくとも部分的に行われ、および／ま
たは成分Ａ２）が重合中または重合の完了後に添加される水性塗料組成物。
2.　前記（メタ）アクリルコポリマーＡ１）が８０～１７０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシ
ル価と１０～３５ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有する、上記１に記載の塗料組成物。
3.　前記ポリエステルオリゴマーＡ２）が２００～４０００の計算分子量、８０～４００
ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価および０～３５ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有する、上記１
に記載の塗料組成物。
4.　前記ヒドロキシ官能性結合剤Ａ）が１２０～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価
および２０～５０ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有する、上記１に記載の塗料組成物。
5.　（メタ）アクリレートコポリマーＡ１）が、
ａ）モノエポキシエステルと不飽和酸官能性モノマーの反応生成物２０～５０重量％と、
ｂ）α，β－オレフィン系不飽和モノカルボン酸から誘導された少なくとも１種のヒドロ
キシアルキルエステル１０～３０重量％と、
ｃ）少なくとも１種の不飽和酸官能性モノマー５～１５重量％と、
ｄ１）少なくとも１種のビニル芳香族重合性不飽和モノマー１５～２５重量％と、
ｄ２）（メタ）アクリル酸と炭素原子数１～２０の脂肪族一価の分岐または直鎖および環
式アルコールの少なくとも１種のエステル５～３０重量％と、
を含む、上記１に記載の塗料組成物。
6.　上記１に記載の塗料組成物を用いて基材上に多層被膜を製造し、前記被膜を硬化させ
る方法。
7.　外側顔料入りトップコート層および外側透明クリアコート層からなる群から選択され
た被膜層の塗布および硬化を含む多層被膜の被膜層として被膜層を製造する方法であって
、上記１に記載の塗料組成物からの前記被膜層が被着される方法。
8.　前記基材が自動車車体、自動車車体の部品またはそれらの混合品を含む、上記６に記
載の方法。
9.　前記基材が自動車車体、自動車車体の部品またはそれらの混合品を含む、上記７に記
載の方法。
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